
広島県教育支援センター ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ” の取組

不登校や不登校傾向の児童生徒、とりわけ学校等と十分につながりがもてていない児童生徒に対し、対面とオンラインの

両面による社会とつながる場を提供し、個々の状況に応じた学びを進めることを通して、社会的自立に向けた支援を実施

（令和４年４月～）。

（参考）

・利用登録者数（令和５年度）…小148人 中122人

・一日の平均利用者数（令和６年３月１日～22日）…来室（小19.8人 中12.6人）オンライン（小11.3人 中11.8人） 1


資料４



ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”の取組

個別のニーズに応じた学習に取り組むことが可能（来所・オンライン）

※学校の別室（ＳＳＲ）や市町の教育支援センター、フリースクール、自宅からの利用も実現

ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”
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ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”の取組

個々の状況に応じた

伴走支援

個人ごとに異なる時間割を作成県内外の専門機関が提供するプログラムにも参加可能
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ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”の取組

スクール“Ｓ”利用児童生徒への指導を体験できる教員研修を実施（実習形式）

→ 各学校の指導改善を図る

スクール“Ｓ”内の様子をライブ配信

→オンライン利用者の来所利用のハードルを下げる
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ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”の取組

・学校の施設そのものにハードルを感

じる児童生徒でも安心して過ごせる

よう、“学校らしく見えない”室内環

境を整備

・個別の学習、協働での学習の両立が

可能なレイアウト

・ 探究タイムは、とても楽しかったので、来週もこれをしたいです！

・ 意見が共有できる人や場があっていいなと思います。

・ （土プロジェクトの器づくりでは）僕がやり方を説明して、みんなが楽しんで作ってくれている姿がうれしかった。人に伝える経験が増えて勉強

になった。

・ 自己紹介で自分の名前を話せたのがうれしかったし，カードゲームでみんなと関われたのがうれしかった。今度は，絵をかいたり，料理をしたり

したいです。

・ 図工で素敵な絵をかいた。最高！！！！！！！！！！！

・ 自分たちで竹を切って，箸置きとかを作って楽しかった。

・ （オンラインコンテンツで）室町時代や琉球のことについて学びました。日本と明や東南アジアとの経由地で利益を上げていたことを知りました。

児童生徒の感想
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不登校ＳＳＲ推進校＝ （県教育委員会指定）校内教育支援センターを設置校の取組

ＳＳＲにおける支援の考え方や支援方法の学校全体への普及

→ 児童生徒と教職員の信頼関係の構築や望ましい集団づくりを推進

→ 不登校の未然防止につなげる

不登校ＳＳＲ推進校＝ （県教育委員会指定）校内教育支援センターを設置校（令和元年度～）※Ｒ６ 42校
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不登校ＳＳＲ推進校の取組
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不登校ＳＳＲ推進校の取組
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